
宮城県中央部，吉田JII流域における治水対策

道

1. はじめに

に，大水

も

じて

吉田JII:ま雪城県のほほ中央器を淀れる，中規概の;可}I[であるコこのJI日立河川

害をもたらしてきたことで揺られている二吉田川流域は水害の常襲地で，そのた

持えより行なわれてきたここの詩ftの吉田JII

JI[に放流するという形態をとっており，そのた

にある品井沼に流れ込み，ノト111

iこは‘ 小JlIを

水を流すためするという

か改修さ

沼と吉田川

り返されてきた

本論文辻こ

々おこったc 元禄時代日

になるまでこの状惑はほとんど改藩きれなかった=その後j可)1

洪水が逆流してくるといったことはなくなったが，ちがった形

る吉巴JII を とし，過去の水害の事例のうち，

山昭和23if.. 9月

i21 昭和61年 8月

これらを 2つ取り t.(f，このときの出水， i受水，

る特性を明らかにし，この地域で行なわれてき

により，こ

題点と今後の課題につい

と考えるものである

し，吉司I1 る!詰災 1- も

る間

れば，

II.研究対象地域

研究対象地域は，

古田J11は源を

帯のj変流を合わせて流下

~i訟に i主ぐ鳴瀬川本系河川

鳴瀬]11本系;え本JI [ 

く分離された 2つの河111

のであるが，ひとた

ほぽ中央部を流れる鳴瀬川

奥羽LlJ系北泉ヶ

を東i乏し，

I1とその流域である 2

1‘253m) に発し，再出

にて鳴瀬)11に合流し

.3kmi定域面種354.8長自;の抜射~犬流域を彰成している

iがj可口から1.4kmの地点で合流しており，流域的には

されているが，元来は，更に上j況の9.4km地点で、合流していたも

ると鳴瀬}IIから吉田川へ逆流し，吉田川周辺に被害をもたらして

し，河川を分離したものである CLミたことから， を

i水系の改修は元禄時代におかのぼるウ当時は し，吉出JII，鵠EBJII，新壊JII，
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1，広長111が注

増大していた二また

元禄6

した

によって鳴議JlIに通じていたため， を

iの選本地の性格も持っていたこ

合新

かったが度々改

fl多

によりほとん にあって， なもの

されであったから

た

きれなかったコそのため

しかしその後も

に基冒し

る洪水に襲われつづけてきたが， われるに至り，

される た

におい

|にそっ

iに合流していたのであl'ま，品井沼に注

るが，これを

いて鳴j種別本流に合流させた士

く鶴田JIIととも

iを し， にお

川河i奈子を横断させるf丈韓{サイフォン)によ

|を させるのである

田.過去 明ついて

出昭和23年 9}3の水害

アイオン台風による降雨はち月16日2

時に109. し

仙台では16時に94.3mm/時，

太神で290.3mm. で360.9mmと， ナど じて

いる失

そのため吉田川

8月

に増加ザ，

Lたため佼〆

キ品 次に令

部時水位であっ

4.96m示したときに同訴を たへ 17日O持頃より下流の種谷サイフォン

し，ついで日 3時頃粕J11

去互詩的9であったコ

を逆流志田谷地に し，

がほとんど同時に 2ヶ所づっ破壊し

(2) 昭和61年s月の水害
台畏10号とこれから変っ 降り始めから

は仙台で、刊2mmと，昭和23年 9月のアイオン台風時の351mmを上司 IJ.昭和21年の観測

とし=う

日i流域で;ム

となったむ

重量波.305mmとそ ナど

したのをはじめ粕JII.

い〆

8月5日s 年
A
」
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で、警戒水位を越えた口

昭和25年11月に観測を開始して以来の最高水位を記録し，大正年間以来の出さと云われてい

る=

吉田川及び支川で，破堤のほか法崩れや漏水などで18ヶ所で被災し，うち間堤が4ヶ所，法

崩れが 7ヶ所，漏水が4ヶ所，その他が3ヶ所であったっ 4ヶ所で越水磁器した吉田川では

吉田川左岸，鳴瀬川右岸地域において，約32knfに及ぶ広大な浸水が発生しんほか，吉田川を

含め，各地で内水を中心とした浸水が発生した口

IV. 過去の水害の問題点

(1) 昭和23年9月の水害

この頃は，昭和19，22， 23， 25年と連続て破堤し，水害が起きてし=る=こ牝(ま戦前の改修計

画による計画高水量の見通しが甘かった事による堤防等の不備が最一大の間三三点で、あったと考

えられる O

昭和22年9月のカスリン台風の水害で、戦前の改修計画で、の計画高水量の倍近い流量があった

と推定され，改修計画が再検討され，計画高水量は約 2倍に引き上げられたり Lかし改修工

事に着手するのはアイオン台風後のことであり，昭和23年当時の時点ではまだ古い堤防のま

まであった口

(2) 昭和61年8月の水害

昭和61年8月の水害は，既往最大降雨量を更新する豪雨であったが，これまで最大であった

昭和23年のアイオン台風から40年近くたっているにもかかわらず，そしてこの間河川改修工

事が行われてきたにもかかわらず，アイオン台風時とほぼ同規模の大水害が起きた c

昭和25年に昭和22年9月の水害に対応した河川改修計画が発表され，この計画に基づき改修

が始められたが，予算の都合により第一次計画として，暫定堤を全川|に施行全川同一強

度の建前から第一次計画が全川にわたって完成しないうちはそれ以上工事を進めない，と言

うものに変えられた。これは，昭和61年 8月の水害が起きるまで， 30年以上全く手が付けら

れていなかったのではないか， と考える C 図1を見ると昭和61年8月の時点ではほとんど全

てが暫定堤のままであり，また堤防のかなりの部分が計画高水量よりも低いことが図 2より

わかる O 昭和61年 8月の水害の後，南川ダムの完成，河川激甚災害対策特別緊急事業等によ

り，吉田川の堤防がほぼ全面的に改修されたこと(図 3)を考えると，不完全な暫定堤しか

出来ていないにもかかわらず，ある程度の効果があったため，継続して改修を行なってこな

かったことが，結果として破堤につながったのではないかc
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図1 昭和信年s月水害轄の苦諮問の堤読む状涜

菌2 吉田川縦断面図(昭和61年現世)

-30-

-.... 
mI窃

E二コ

構郷街?

{知)



"". /育ち/，ノ

2立00

。 5.!>.'"0.00 

spo.o笹神ω 乱調乃 1 

!5.∞ 

10.∞ 

き芸皇室525525 議ミ漏語~:e ~~ (km) 
T
e
h
-
3
-
」

e
-
-
L
 

。。向峰。 o 0 Q 0"。
縛俳俳静也婦向同・・ 4穐

- . ，鳴需司】戸

ぬ暢

h

S

0

・

-
Z
W
A
前

ぷ

。
峨
ん

F
h
r
F
 

9
E
 

吉田川縦断面図(平成4年現在)関3

標離

J士弓ム
;r口長問V. 

8月の 2つの水害;土，日
けハMJV吉田川における

出Lたことなにより;三聞に，平野部に多く降った

かなり這うている比較的i以ているが，y' 
~ ， 

交同られた，少ない計画流量にされた，日苦手023年9月

えて本が流れたために，破堤に至ったと考えられるいものであったうえ，

かなりより，一方詔和6]年 g弓

により多少小さい暫定堤施工し，されていえちれるよう

3と忠われる部分が存在し，事実6]年 8月もそのままであったコこれには明ら

バランスを取りなカτら行なうもので，してし 3るそこから最初に越水，

は正しいとは言えないが整錆が遅れていたことはという考;こ{丘いところがあるから高くする，

確かである D

また蕎}I[ダムだけでなく，~ (まほ改修され，河川激甚災害対策特別緊急事業によ i

:ましかでいるとえてよいコより

31 

る

ので，

今後一層j台本が進むことを

宮床ダムも間もなく

ないので，
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